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会 員 数

一般会員 541名
協力会員 313名
合　　計 854名

（2023年1月17日現在）

邂
か い

逅
こ う

会長　石川　修

米
寿
を
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す

鈴
木 

達
男　
様

（
老
19
教
養
Ｂ
）

上
田 

實　
様（

市
５
Ｐ
Ｃ
１
）

久
田 

和
男　
様

（
市
10
健
康
１
）

荻
上 

芙
美
子　
様

（
老
19
教
養
Ｂ
）

村
上 

八
重
子　
様

（
老
14
薬
教
養
）

　

ま
す
ま
す
の

　
　

ご
活
躍
を

　
　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市
民
活
動
の
回
復
に
向
け
て

～
人
も
ま
ち
も
健
康
に
～
船
橋
市
長

松
戸　

徹
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原稿はkaihoubu@gmail.comでも受け付けています。

3月8日（水）～12日（日）の開催予定
で準備を進めております。
今回はおひとり一点の発表に
限らせていただきます。

第33回　作品展

下記の要領で2023年度定期
総会を開催します。会員の皆様
の参加をお待ちしています。

記
日時  2023年４月13日（木）

　　　午後１時30分より
場所  宮本公民館講堂

主 要 審 議 事 項
◆ 2022年度収支決算報告
◆ 2023年度事業計画（案）
◆ 2023年度収支予算
◆ その他

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

船
橋
市
い
き
い
き
同
窓
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長

引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
と
共
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ

ア
の
侵
攻
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
物
価
高
騰
等
多
く
の
課

題
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
課

題
に
対
応
す
る
と
共
に
、
高
齢
者

福
祉
施
策
と
し
て
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
増
設
し
、
増
加
す
る
相
談
件
数

へ
の
対
応
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

一
方
で
、
市
立
船
橋
高
校
の
15

年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
や
、
千
葉

ジ
ェ
ッ
ツ
ふ
な
ば
し
の
東
地
区
優

勝
や
ク
ボ
タ
ス
ピ
ア
ー
ズ
船
橋
・

東
京
ベ
イ
が
過
去
最
高
の
３
位
等
、

船
橋
に
明
る
い
話
題
を
届
け
て
く

れ
ま
し
た
。

本
年
は
、人
も
ま
ち
も
健
康
で
あ

り
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
行
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
40
周

年
を
迎
え
る
記
念
の
年
と
な
り
ま

す
。
地
域
で
行
う
各
種
ス
ポ
ー
ツ

事
業
の
活
性
化
の
ほ
か
、市
児
童
相

談
所
の
設
置
を
含
め
た
Ｊ
Ｒ
南
船

橋
駅
南
口
市
有
地
の
活
用
や
、
ふ

な
ば
し
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
海
老
川
上

流
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
将
来

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
共
に
、市

民
活
動
や
市
内
経
済
の
回
復
に
向

け
た
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
長
い
年
月
を
か
け

て
育
ま
れ
て
き
た
市
民
活
動
の
流

れ
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

こ
れ
か
ら
の
活
動
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

結
び
に
、
い
き
い
き
同
窓
会
の

皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
様
々
な
活
動
停

止
は
同
窓
会
活
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
、
同
好
会
の
活
動
自
粛
、

活
動
停
滞
に
よ
る
会
員
数
の
減
少

等
々
。
同
窓
会
活
動
に
お
い
て
は

か
な
り
の
痛
手
と
な
り
、２
０
２
２

対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
対
策

を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
、
同
好
会
活

動
の
活
性
化
に
よ
る
魅
力
の
創
出

な
ど
も
そ
の
中
の
一
環
と
し
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

W 

i 

t 

h
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み

も
進
み
、
昨
年
度
末
に
は
作
品
展

が
、
今
年
度
に
は
体
育
祭
、
芸
能

大
会
が
３
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
同
好
会
活
動
、
ク
ラ
ス
会

活
動
も
徐
々
に
動
き
始
め
た
よ
う

で
す
。
体
育
祭
と
芸
能
大
会
は
従

来
と
ス
タ
イ
ル
が
少
し
変
わ
り
ま

し
た
が
、
共
に
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

印
象
に
残
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

写
真
や
動
画
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
も
写
真
で
そ

の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

じ
、
疎
遠
と
な
る
交
友
関
係
が
増

え
て
い
く
事
も
止
む
を
得
な
い
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
に
市
民
大
学
校
の
存
在
を
知

り
、
入
学
す
る
と
、
実
は
近
所
の

方
達
で
、
同
世
代
で
、
趣
味
・
志

向
を
共
有
し
、
共
に
一
年
間
学
び

合
う
事
で
、
共
通
体
験
を
得
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
卒

業
後
も
引
き
継
ぎ
、
活
発
な
ク
ラ

ス
会
活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く

の
他
人
」
を
実
感
と
し
て
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
一
方
で
人
と
の
出

逢
い
＝
邂
逅
は
喜
び
も
あ
れ
ば
時

に
葛
藤
も
あ
り
ま
す
。　

又
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
初
め
て
の

事
態
を
共
有
す
る
現
在
、
地
域
の

仲
間
と
し
て
思
い
や
り
や
ケ
ア
ー

が
大
事
な
時
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
大
学
校
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
生
涯
学
習
の
場
、
地
域
の
相
互

「
人
格
を
形
成

す
る
の
は
邂
逅
で

あ
る
」
こ
の
言
葉

が
好
き
で
す
。
確

か
亀
井
勝
一
郎
の

言
葉
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
生
を
受

け
親
と
の
出
逢
い

に
始
ま
り
成
長
と

共
に
、
学
友
、
恩

師
、
同
僚
、
上
司

交
流
で
す
。
我
々
い
き
い
き
同
窓

会
の
目
的
も
全
く
同
様
で
す
。

現
在
、
三
大
行
事
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
、同
好
会
の
新
設
に
努
め
、

各
種
行
事
や
ク
ラ
ス
会
活
動
の
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
す
べ
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
、
地
域

の
仲
間
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

諸
活
動
を
通
し
素
敵
な「
邂
逅
」

と
な
る
為
に
。

理
事
会
だ
よ
り

第
４
回
（
10
／
１
）

・
体
育
祭
の
概
要
に
つ
い
て

・
芸
能
大
会
の
概
要
に
つ
い
て

・
作
品
展
実
施
に
つ
い
て

第
５
回
（
12
／
３
）

・
体
育
祭
実
施
の
結
果
報
告

　
　

10
月
12
日
実
施

　
　

参
加
人
数　

１
３
３
人

・
芸
能
大
会
実
施
の
結
果
報
告

　
　

11
月
16
日
実
施

　
　

出
場
グ
ル
ー
プ
15　

　
　

観
客
合
わ
せ
て
２
４
３
人

・
作
品
展
の
概
要
説
明

・
在
校
生
説
明
会
の
概
要
説
明

・
文
化
講
演
会
実
施
に
つ
い
て

定期総会開催の
お知らせ

船橋市いきいき同窓会
会長　石川　修

2023年度
会費納入のお願い

2023年度からすべての会員
一律年間1200円となります。

集 金 日
第１回　４月１日の理事会
第２回　総会（４月13日）
※作品展の会場でも受け付けています。

個人会員の方は郵便局の
小為替で以下の会計部長

までお送りください。

　274-0822
船橋市飯山満町3-176-172

　会計部　高橋 邦夫

すべての会員

1200円（年間）

見応
えたっぷりの

芸術
作品の数々 です

皆さん
の力作が

一同
に集まります 日ご

ろの活動の成果を

お楽
しみください

高齢者のための料理教室
タンパク質をとりましょう

氏名・卒業期・クラス・連絡先電話
番号を書いて福祉厚生部　
武藤 047-407-2345までFAXで

申 込 2/10金締 切

等
々
、
多
く
の
出
逢
い
が
あ
り
、

そ
れ
は
意
図
的
で
は
無
く
偶
然
の

出
逢
い
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
時
を
経
る
内

に
、
精
神
的
距
離
的
な
別
れ
が
生

～江戸落語を楽しむ～
落語講演会文化講演会

落語家　桂　伸治さんのお話と落語

日　時　3月11日土　
　　　　午後2時～ 4時（開場1時）
場　所　船橋市中央公民館講堂
定　員　160名（当日先着順）

2月16日（木）
9：00 ～ 16：00
中央公民館講堂

囲碁大会のお知らせ

◆2月20日月　午前９：30（受付）～ 15：00
◆薬円台公民館　3階　実習室
◆材料費　500円
◆参加人数24人（先着順）　

※参加者はエプロン・バンダナ・ふきん持参

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

活
動
再
開
へ

Highlight

Highlight
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会報106号の原稿は2023年4月10日までにお願いします。

実行委員長挨拶 会長挨拶
受　付準備運動は念入りに

みんな集合！
狙い定めて

もっと念入りに 競技説明
さぁ構えて

いいコースだ！ 次は僕だ さぁ行くぞ！ 慎重に構えて ナイス！

カラオケ
市川 照雄 （市大9 PC3）

尺　八藤岡 範行（市大13 健康1）

南京玉すだれ
三谷 美代子（市大9 教養1） 詩　吟

徳武 喜美子 （市大6 教養A）

トランペット演奏
奥田 恵嗣 （市大8 教養1）

カラオケ福山 義雄 （市大9 PC2）

カラオケ
荒川 衛子 他 　（市大14 健康2）

花笠音頭
福田 容子 他　（市大8 健康2）

ウクレレ演奏
桐山 民子 他 （市大6 PC2）

塚田のコックさん合唱団
加々美 孝 他 （市大7 教養2）

OKです私に任せて

武　術
青木 武人 他（市大13 PC1）

特別出演　南中ソーラン 他
健舞人の会

詩　吟
菊池 勝利 他（市大5 教養B）

特別出演 伊勢音頭、かっぽれ、深川 

和田 恵子 他（河のや梅若寿社中） テナーサックス演奏
古沢 孝男 （市大9 PC3）

熟練の芸をこなす年齢を感じさせない姿、観客と出
場者が一緒になって楽しむ笑顔、スタッフとなった会
員の方たちの一生懸命な様子。同窓会ならではの一体
感の感じられるひとときでした。実行委員長の福祉厚
生部長・武藤健一さんは、「皆さんの力で無事に終え
ることができました。来年はきららホールで開催しま
す。ぜひ参加を」と呼びかけていました。

今回初の取り組みとして、ディスクゴルフ、グラウンドゴルフ、
ペタンクの競技を行う大会として実施。経験者と未経験者、初心
者が一緒に競技することで、教え、教わり和気あいあいと楽しく活
動していました。実行委員長のスポーツ健康部長・別府義博さん
は「より多くの方に軽スポーツの楽しさを知ってもらうきっかけと
なり、仲間づくりや、健康で楽しい日々を送るための一助となるこ
とが期待できる大会となりました」と手ごたえを語っていました。

11月16日（水）　勤労市民センター大ホール
出場チーム15組　観客・出場者合わせて243名

芸能大会

10月12日（水）　運動公園陸上競技場　参加人数133名

体育祭

体 育 祭
芸能大会
写 真 で 見 る

打
っ
た
！投

げ
た
！

楽
し
ん
だ
！

同窓会の芸達者集合！
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旅
立
ち
の
山
頭
火
像
風
の
秋

小
山　

宏
治

観
測
船
「
宗
谷
」
を
な
が
め
ビ
ー
ル
酌
む

月
岡　

千
秋

鵙
晴
や
電
動
自
転
車
充
電
す

菊
地　
　

功

ジ
ャ
ズ
調
の
聖
歌
流
る
る
ア
ー
ケ
ー
ド

小
山
美
智
子

底
冷
や
格
天
上
の
蔵
屋
敷

橋
下　

一
郎

産
土
神
社
の
千
木
は
鈍
色
冴
返
る

子
安　
　

均

声
あ
げ
て
夫
の
病
魔
に
豆
を
打
つ

安
井　

和
恵

蟷
螂
を
掃
き
出
す
母
の
た
す
き
掛
け

新
井　

鐡
治

湯
の
町
の
ネ
オ
ン
け
む
る
や
初
時
雨

山
田　

勘
一

蜩
や
ひ
と
り
夕
餉
の
膳
に
着
き

池
谷　

克
己

継
ぎ
当
て
は
母
の
十
八
番
や
針
供
養

森
下　
　

忠

妣
の
座
に
い
つ
も
針
箱
針
供
養

高
橋
ア
ヤ
子

太
極
拳
に
合
は
せ
散
り
を
り
冬
黄
葉

竹
縄　

征
子

桃
咲
く
や
「
蔵
付
き
酵
母
」
に
ほ
い
た
る

加
々
美　

孝

奥
多
摩
の
古
き
酒
蔵
冬
晴
る
る

三
浦　

賢
治

街
路
樹
に
寄
り
て
盛
り
の
水
仙
花

滝
沢
ナ
ミ
エ

着
衣
始
ペ
コ
ち
ゃ
ん
ベ
ロ
を
出
す
で
な
い

村
田　

敏
行

冬
萌
や
路
肩
に
日
差
し
柔
ら
か
し

佐
藤
嵯
知
子

足
腰
の
リ
ハ
ビ
リ
励
み
春
を
待
つ

橘　
　

良
彦

冬
鴎
波
の
間
に
間
に
見
え
隠
れ

辰
馬　

克
己

盆
栽
の
樹
齢
百
年
薄
紅
葉

布
施
冨
美
代

秋
澄
む
や
裾
野
広
が
る
富
士
の
峰

橋
本　

鐵
哉

化
野
の
千
の
石
仏
夕
紅
葉

馬
場　

牧
子

防
人
の
故
郷
恋
ふ
や
鹿
の
声

藤
原　

治
子

芽
柳
の
か
す
か
な
風
に
揺
れ
合
へ
り

宮
本
美
紀
子

飯
盛
山
の
十
九
の
墓
や
冬
す
み
れ

齋
藤　

光
男

さ
く
ら
満
ち
茶
宴
の
絆
デ
イ
の
庭

小
菅　
　

旭

春
か
も
め
入
日
を
追
っ
て
火
の
鳥
へ

酒
井　

孝
夫

野
分
あ
と
神
に
か
し
ず
く
稲
田
か
な

竹
田
由
美
子

芽
柳
の
揺
れ
に
心
も
薄
緑

由
良　

則
子

川
霧
が
攻
め
上
る
な
り
竹
田
城

勝
木　

敏
貴

持
ち
寄
り
て
田
舎
自
慢
の
雑
煮
か
な

西
山　

隆
二

節
分
の
深
夜
祈
願
の
お
札
貼
り

遠
藤　

政
子

石
燈
籠
並
ぶ
参
道
秋
の
蝉

香
田　

啓
代

奥
入
瀬
の
川
を
覗
け
る
蕗
の
董

多
々
良
修
平

乳
飲
み
子
の
一
歩
一
歩
や
春
き
ざ
し

飯
山　

育
子

息
づ
け
る
火
種
の
ご
と
き
牡
丹
の
芽

越
村
千
香
子

水
温
む
歩
数
の
増
ゆ
る
万
歩
計

本
間　

清
子

定
期
船
行
き
交
う
島
の
青
蜜
柑

田
村　

照
男

海
明
け
や
潮
の
匂
ひ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

長
谷
川
玲
子

い き い き 文 芸

（3）

クラス会の活動の様子を会報部までお知らせください。

俳
　
　
句 

―
―
―
― 

俳
句
同
好
会

2023年度　春季競技大会の日程

長
年
に

わ
た
っ
て

教
育
・
文

化・ス
ポ
ー

ツ
、
社
会
福
祉
、
地
域
経
済
な
ど

の
市
政
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
船
橋
市
の

市
政
功
労
賞
の
社
会
福
祉
分
野

で
、
前
副
会
長
（
現
顧
問
・
市
大

7
期
一
般
教
養
１
卒
業
）
の
菅 

脩

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

菅
さ
ん
は
卒
業
以
来
、
文
化
教

養
部
長
、
副
会
長
な
ど
長
き
に
わ

た
っ
て
、
い
き
い
き
同
窓
会
で
活

躍
し
、
様
々
な
活
動
を
け
ん
引
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
の
表

彰
は
こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
同
時
に
、
市

の
社
会
福
祉
分
野
で
の
い
き
い
き

同
窓
会
の
果
た
す
役
割
が
評
価
さ

れ
た
も
の
と
も
い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
で
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

開
い
て
い
ま
す
。
当
初
は
先
生
か

ら
川
柳
に
つ
い
て
の
歴
史
や
楽
し

み
方
な
ど
の
講
習
を
受
け
、
現
在

は
作
句
を
試
み
始
め
ま
し
た
。
に

ん
ま
り
し
た
り
大
笑
い
し
た
り
、

感
心
し
た
り
。
川
柳
の
醍
醐
味
や

奥
深
さ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る

の
は
い
つ
の
こ
と
や
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
楽
し
い
集
ま
り
で
す
。

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
発
足
が
遅
れ

た
も
の
の
、
定
員
い
っ
ぱ
い
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
心
者
に
も

わ
か
り
や
す
く
基
本
ル
ー
ル
か
ら

上
手
に
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
コ
ツ
を

指
導
し
て
も
ら
え
る
そ
う
で
す
。

中
央
公
民
館
を
中
心
に
週
１
回
定

例
会
を
開
催
し
、
６
か
月
ご
と
に

大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

昔
雀
荘
に
入
り
浸
っ
て
い
た

（
？
）
猛
者
や
学
生
時
代
を
懐
か
し

む
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
も
い
る
か

と
思
え
ば
、新
た
な
挑
戦
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
い
メ
ン
バ
ー
も
い
て
、
な

か
な
か
の
人
気
で
す
。

今
年
度
新
た
に
設
立
さ
れ

た
同
好
会
の
活
動
の
様
子
で

す
。パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ研究

会

毎
週
水
曜
日
、
教
育
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
講
師
の
先
生

か
ら
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
か

ら
応
用
を
学
習
中
。
定
員
を

上
回
る
人
気
で
、
来
年
度
は

も
う
一
ク
ラ
ス
増
や
す
予
定
で
す
。

ま
た
こ
の
ク
ラ
ス
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ス
マ
ホ
講
習
会
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
の
協
力
で
通
常

の
講
習
会
よ
り
時
間
を
と
っ
て
丁

寧
に
講
習
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
１
月
の
講
習
は

「
ス
マ
ホ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

楽
し
も
う
」「
ス
マ
ホ
で
で
き
る

災
害
対
策
」で
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
同
窓
会
会
員
に
も
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

川
柳
同
好
会

上
鈴
木
春
枝
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
月
に
１
回
水
曜
日
に
講
座
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
！

い
き
い
き
同
窓
会
念
願
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
㏋
）が
昨
年
６
月
に
立

ち
上
が
り
、
順
調
に
利
用
者
数
が

伸
び
て
い
ま
す
。６
ヵ
月
を
過
ぎ
た

昨
年
末
の
統
計
で
は
、
ア
ク
セ
ス

し
た
人
数
が
延
べ
２
８
０
０
人
を

越
え
、ペ
ー
ジ
表
示
数
は
３
万 

２
０
０
０
に
到
達
し
ま
し
た
。

体
育
祭
や
芸
能
大
会
の
復
活
を

受
け
、
そ
の
様
子
が
動
画
で
紹
介

さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み

も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
役
に

立
つ
㏋
に
す
る
た
め
の
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
好
会
の
活
動
や
ク
ラ
ス
会
の
情

報
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、

情
報
の
共
有
や
Ｐ
Ｒ
、
活
動
の
記

録
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
１
面
タ
イ
ト
ル
脇
に

２
次
元
コ
ー
ド
と
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
㏋
活

用
を
願
っ
て
い
ま
す
。

競技種目 開催日 予備日 開催場所 連絡先

ゴルフ 4/11
（火）

雨天
中止

総武カントリー
クラブ印旛コース

杉本哲男
090-3474-4726

ディスク
ゴルフ

5/9
（火）

5/16
（火）

運動公園
常設コース

鎌田哲夫
448-5119

パーク
ゴルフ

5/25
（木）

5/26
（金）

オスカーパーク
ゴルフ船橋コース

安田正美
090-2622-3199

ペタンク 5/27
（土）

6/3
（土）

夏見台まちかど
スポーツ広場

芳賀寿美代
449-3396
中島敏子

090-6163-9109

グラウンド
ゴルフ

6/14
（水）

6/15
（木） 法典公園グラスポ 斎藤孝雄

090-6007-0039

実施日 コース・経由地 集合地（最寄駅） 距離
2023年
4/14

（金）

第30回総会ウオーク
運動公園⇒中津川親水公園⇒中津川遊歩道⇒海老川
遊歩道⇒～～⇒船橋大神宮⇒宮本公民館

市運動公園
野球場正面 7K

5/12
（金）

お花見ウォーク　柏の葉公園
江戸川台西口ミニ公園⇒～～⇒柏の葉公園・桜の広
場A⇒～～～⇒流山おおたかの森駅

東武野田線
江戸川台駅 8K

6/9
（金）

松戸文学散歩ウォーク
松戸中央公園⇒戸定ヶ丘歴史公園⇒野菊の墓⇒
じゅんさい池緑地⇒～～⇒京成国府台駅

JR・新京成線
松戸駅 9K

7/14
（金）

八千代の歴史を訪ねて
栄町公園⇒市郷土博物館⇒正覚院⇒運動公園⇒京成大和田駅

京成・東葉高速線
勝田台駅 6K

８月 例会なし〔夏休み〕
9/8

（金）
田喜野井・薬円台コース
倶利伽羅不動尊⇒木っぱ地蔵⇒～～⇒二宮神社⇒～～⇒習志野駅

新京成線
薬円台駅 6K

10/13
（金）

関東の柳川　佐原の町めぐり
佐原公園⇒諏訪神社⇒伊能忠敬記念館⇒山車会館⇒佐原駅

JR成田線
佐原駅 6K

11/10
（金）

紅葉の古里を訪ねて
鹿島神社⇒本土寺⇒大谷口歴史公園⇒万満寺⇒馬橋駅

JR常磐線
北小金井駅 6K

12/8
（金）

歴史の街 “佐倉” を訪ねるウォーク
内郷児童公園⇒国立歴史民俗博物館・佐倉城址公園
⇒武家屋敷⇒京成佐倉駅

京成線
佐倉駅 7K

2024年
1/12

（金）
浅草名

などころ

所七福神めぐり
浅草寺近傍公園⇒待乳山聖天⇒今戸神社⇒不動院⇒～～⇒浅草駅

東京メトロ銀座線
浅草駅 8K

2/9
（金）

増尾城址公園と史跡めぐり
永楽台公園⇒日立グランド⇒法林寺⇒増尾城址公園⇒～～⇒増尾駅

東武野田線
新柏駅 7K

3/8
（金）

真間川ウォーク
葛飾八幡宮⇒須和田公園⇒手児奈霊堂⇒弘法寺⇒～～⇒京成国府台駅

京成線
八幡駅 7K

集合時刻：通常月は9：45（7月と9月は9：15）

歩こう会（2023年度例会）

11
月
20
日（
日
）に
行
わ
れ
た
船

橋
市
の
「
第
42
回
船
橋
を
き
れ
い

に
す
る
日
」
に
い
き
い
き
同
窓

会
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
ま
し

た
。午

前
８：
45
天
沼
弁
天
池
公

園
に
集
合
。55
団
体
が
参
加
。

９：00
開
会
式
の
後
、
コ
ー
ス
別

に
分
か
れ
て
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に

ゴ
ミ
拾
い
を
開
始
。
同
窓
会
に

割
り
当
て
ら
れ
た
コ
ー
ス
は
天

沼
公
園
か
ら
船
橋
駅
を
通
っ
て

国
道
14
号
の
交
差
点
ま
で
。
目
立

つ
ご
み
は
あ
ま
り
な
い
も
の
の
、
植

え
込
み
の
か
げ
や
空
き
地
に
は
た

ば
こ
の
吸
い
殻
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。丹
念

に
ゴ
ミ
を
拾
い
約
１
時
間
、８

人
で
集
め
た
ゴ
ミ
は
枝
葉
も
含

め
て
45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ
袋
に

１
袋
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

前
副
会
長
　
菅 

脩
さ
ん

市
政
功
労
賞
受
賞

船橋をきれいに
する日に参加

10
月
24
日（
月
）、
医
療
法
人
社

団
千
葉
白
報
会
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

ド
ク
タ
ー
ラ
ン
ド
船
橋
の
岩
崎
倫

明
先
生
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
日
常
生
活
を
悩
ま
せ
る
諸
症

状
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
？
ど
う

し
た
ら
良
い
の
？
」
を
テ
ー
マ
に

高
齢
者
に
あ
り
が
ち
な
、
元
気
が

な
い
・
一
日
中
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る  

・
食
欲
が
な
い
・
ふ
ら
つ
く
・
疲
れ

や
す
い
・
体
が
だ
る
い
・
動
悸
が

す
る
・
手
が
震
え
る
・
足
が
だ
る

い
・
足
が
む
く
む
・
眠
気
が
取
れ

な
い
な
ど
の
諸
症
状
に
つ
い
て
、
原

因
と
な
る
疾
患
な
ど
を
丁
寧
に
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
や
か
活
動
講
演
会
実
施

新規同好会の動向
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嵐
去
り
に
わ
か
に
早
ま
る
夜
の
帳

と
ば
り

一
人
居
に
長
く
虫
の
音
ひ
び
く

竹
貫
佐
和
子

つ
ま
み
に
は
鳥
の
モ
ツ
煮
も
い
い
も
の
と

娘
作
り
ぬ
　
今
宵
満
月

水
井
紀
代
子

サ
ッ
カ
ー
の
球
蹴
る
足
の
Ｌ
字
型

草く
さ

生ふ

み
ど
り
の
丘
に
ひ
ら
め
く

馬
淵　

礼
子

古
希
の
宴
終
え
て
祝
い
の
ス
ト
ー
ル
を

羽
織
し
帰
路
の
秋
雨
淋
し

佐
藤　

裕
子

コ
ロ
ナ
禍
に
三
年
ぶ
り
の
レ
ク
イ
エ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
弱
り
し
友
は
杖
つ
き
唄
う

麻
生　

恵
子

今
日
あ
り
て
な
お
明あ

日す

あ
る
と
定
め
な
し

実
り
の
秋
や
喜
寿
あ
り
が
た
し

上
田
千
津
子

久ひ
さ

び
さ
に
故
郷
訪
ね
て
山
や
川

父
母
の
墓
な
る
空
気
変
わ
ら
ず

内
山　

幸
子

草萌短歌同好会 ～コロナ禍３年でも～ ９
月
６
日
～
11
日
に
船
橋
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
彩
舟
会
・
彩
画
会

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
彩

舟
会
会
員
の
作
品
40
点
、
彩
画
会

会
員
の
作
品
39
点
の
ほ
か
、昨
年
、

不
慮
の
火
災
事
故
で
亡
く
な
ら
れ

た
元
講
師
の
藤
本
繁
さ
ん
の
在
り

し
日
の
姿
を
、
講
師
佐
田
興
三
先

生
が
描
い
た
作
品
な
ど
も
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

11
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）、

船
橋
ア
リ
ー
ナ
で
、
菊
花
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
丹
精
を
込
め
て
育

て
た
見
事
な
菊
の
花
の
数
々
に
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
足
を
止
め
て
熱

心
に
鑑

賞
し
て

い
ま
し

た
。

舞
う
景
色
も
印
象
的
で
し
た
。
市

川
動
植
物
園
で
幹
事
さ
ん
が
用
意

し
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
２
つ
と
漬

物
で
舌
鼓
を
打
ち
、
大
町
駅
13
時

解
散
。
曇
天
で

し
た
が
、
暖
か

く
交
友
を
深

め
ら
れ
、
楽
し

い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

（
市
13
健
１

別
府 

義
博
）

９
月
17
日
（
土
）
18
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
「
た
か
ね
台
公
民

館
ま
つ
り
」
に
参
加
。
墨
舟
会
メ

ン
バ
ー

の
９
名

が
、
書
、

水
墨
画
、

色

紙
、

陶
板
画

な
ど
を

展
示
し

ま
し
た
。

日
曜
日
は
台
風
が
近
付
き
あ
い
に

く
の
荒
天
で
し
た
が
、
沢
山
の
人

た
ち
に
観
て
も
ら
い
ま
し
た
。
作

品
に
添
え
た
「
読
み
方
や
意
味
」

の
カ
ー
ド
が
分
か
り
や
す
い
と
好

評
で
し
た
。

９
月
30
日
（
金
）
東
部
公
民
館

で
第
53
回
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

142
句
の
中
か
ら
参
加
者
44
名
が
そ

れ
ぞ
れ
６
句
ず
つ
選
び
、
得
票
数

の
多
か
っ
た
句
の
作
者
に
は
い
き

い
き
同
窓
会
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
指
導
の
小
倉
英
男

先
生
の
選
に
よ
る
特
選
句
の
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
選
　
五
句

木
漏
れ
日
に
岩
魚
の
走
る
川
瀬
か
な

黒
木　

延
繁

百
歳
の
母
の
ル
ー
ジ
ュ
や
秋
麗

長
谷
川
玲
子

リ
ハ
ビ
リ
の
杖
音
高
く
涼
新
た

佐
藤
嵯
知
子

山
開
き
吾
子
を
背
負
い
て
一
歩
踏
む

長
谷
川
玲
子

夏
潮
の
渚
沸
き
立
つ
稚
魚
の
群

田
中　

健
治

入
選
　
三
句

向
日
葵
や
戦
な
き
世
の
空
青
く　

本
間　

節
子

ハ
ミ
ン
グ
の
妻
居
て
朝
の
庭
涼
し

橋
本　

一
郎

山
城
の
曲
輪
の
跡
や
天
の
川　
　

田
村　

照
男

佳
作
　
四
句

打
水
や
女
将
の
白
き
割
烹
着　
　

辰
馬　

克
己

父
母
の
な
き
故
郷
遠
し
盆
の
月　

橘　
　

良
彦

何
気
な
き
こ
と
が
幸
せ
鰯
雲　
　

由
良　

則
子

平
凡
に
暮
ら
す
朝
や
小
鳥
来
る　

安
井　

和
恵

市
大
11
期
健
康

２
の
小
野
雅
道

さ
ん
と
村
上
邦

子
さ
ん
。
同
じ

ク
ラ
ス
の
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
で
し
た
。

い
き
い
き
往
来

い
き
い
き
往
来

　

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ　

10
月
11
日（
火
）船
橋
市
運
動
公

園
で
第
62
回
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
。
当
初
の
予
定
日
が
雨

で
予
備
日
に
実
施
し
た
た
め
、
出

ら
れ
な
く
な
っ
た
人
が
多
く
な
り
、

最
終
的
に
16
名
が
参
加
。
男
子
は

９
期
生
の
玉
井
久
雄
さ
ん
が
春
秋

連
覇
。
女
子
は
11
期
生
の
渡
辺
文

江
さ
ん
が
ハ
ン
デ
も
も
の
と
も
せ

ず
、
ベ
ス
グ
ロ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　

10
月
20
日
（
木
）
オ
ス
カ
ー
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
船
橋
コ
ー
ス
で
、
第

42
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。

天
候
に
恵
ま
れ
83
名
が
参
加
し
、

プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

優
勝
者
コ
メ
ン
ト

男
子
の
部　
　

金
井
禎
治
郎
さ
ん
（
市
１
・
健
Ｂ
）

自
己
ベ
ス
ト

タ
イ
ス
コ
ア
の

ベ
ス
グ
ロ
優
勝

と
い
う
結
果
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
16
名
が

市
川
大
野
駅
に
９
時
30

分
集
合
し
、
万
葉
植
物

園
か
ら
市
川
動
植
物
園

ま
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

な
が
ら
の
ん
び
り
と
歩

き
ま
し
た
。
紅
葉
も
き

れ
い
で
し
た
し
、
風
で

落
ち
葉
が
雪
の
よ
う
に

クラス会だより

秋
季
競
技
大
会
の
結
果

柴
田 

敬
子 

様　
（
市
大
12
期
教
２
）　

享
年
78
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

訃 報

彩
舟
会
・
彩
画
会　

作
品
展
開
催

八
葉
会菊

花
展
開
催

13
期
健
康
１　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
―

Ｍ
Ｉ
会
ミ
ニ
遠
足

女
子
の
部　
　

中
津
吉
江
さ
ん
（
市
１
健
Ｂ
）

こ
れ
か
ら
も

健
康
に
留
意
し

な
が
ら
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

ペ
タ
ン
ク　
　

10
月
22
日
（
土
）
夏
見
台
ま
ち

か
ど
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
第
56
回
ペ

タ
ン
ク
大
会
を
開
催
。

男
性
14
名
、
女
性
９
名
、
合
計

23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

優
勝
者
は
次
の
方
々
で
す
。　

大
竹
正
敬
さ
ん

（
市
５
健
２
）

能
勢
山
芳
江
さ
ん

（
市
13
健
１
）

稲
田
耕
二
さ
ん

（
市
５
健
２
）

　
　

ゴ
ル
フ　
　

11
月
８
日
（
火
）
総
武
カ
ン
ト

リ
ー
印
旛
コ
ー
ス
で
、
第
34
回
秋

季
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。
さ
れ
ま

し
た
。
34
名
が
参
加
、
ゴ
ル
フ
日

和
に
日
頃
の
練
習
成
果
を
十
発
揮
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優
勝　

富
田
忠
昭
さ
ん

（
市
18
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
健
康
）

２
位

塩
原
清
さ
ん

（
市
16
Ｐ
Ｃ
３
）

３
位

石
原
早
雄
さ
ん

（
市
16
Ｐ
Ｃ
１
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

11
月
９
日
（
水
）
法
典
グ
ラ
ス

ポ
運
動
公
園
で
第
62
回
秋
季
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。
秋

晴
れ
の
下
、
65
名
が
参
加
し
プ
レ

イ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝
者
は
、

編
集
後
記

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
月
日
が

経
過
し
、
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ

て
い
く
か
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
も
少
し
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
が
始
ま
り
、
動
き
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

先
月
市
民
大
学
在
校
生
へ
の
同
窓

会
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終

了
後
の
会
場
は
、
多
く
の
方
が
各

同
好
会
の
受
付
を
訪
れ
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
在
校
生
の
同
窓
会
へ

の
期
待
が
う
か
が
わ
れ
、
魅
力
あ

る
同
窓
会
活
動
の
必
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。 

（
会
報
部
）

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
開
催第

２
回

懇
親
ゴ
ル

フ
大
会
を

12
月
13
日

白
鳳
Ｃ
Ｃ

で
開
催
。

雨
模
様
で

キ
ャ
ン
セ

ル
者
が
続

出
し
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の

の
８
名
が
参
加
。
午
前
中
は
冬
の

氷
雨
の
中
で
の
プ
レ
イ
に
な
り
ま

し
た
が
、
午
後
は
雨
も
上
が
り
全

員
18
Ｈ
無
事
完
走
し
ま
し
た
。
優

勝
は
橋
野
正
子
さ
ん
（
市
18
期
Ｐ

Ｃ
３
）、
２
位
中
村
隆
さ
ん
（
市

18
期
Ｐ
Ｃ
４
）、
３
位
溝
口
義
秋

さ
ん
（
市
11
期
健
康
１
）

墨
舟
会　

公
民
館
祭
り
に
参
加

俳
句
同
好
会　

俳
句
大
会
開
催

コ
ロ
ナ
禍
も
三
年
。
世
に
は
、
体
力
が
弱
り
認
知
症
が
発

症
し
た
り
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
が
心
配
な
高
齢
者
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
す
る
会
の
開
催
は
難
し
い

の
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
短
歌
に
詠う

た

っ
て
の
例
会
は
、

短
歌
の
会
話
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
や
耳
を
通
し
て
、
他
の
世
界

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
面
白
く
楽
し
み
な
時
間
で

す
。
ま
た
、
現
代
短
歌
や
古
典
の
名
歌
の
解
釈
を
通
し
て
、

使
わ
れ
て
い
る
文
法
の
用
法
を
知
り
、
古
代
か
ら
誕
生
し
た

短
歌
の
裾
野
を
学
び
、
作
歌
の
一
助
と
も
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

積
田 

和
子
（
市
大
９
教
１
） 

４
７
５
－
３
６
１
１

娶
る
無
く
農
に
励
み
し
男ひ

性と

倒
れ

そ
の
朝
あ
ま
た
の
野
菜
届
き
ぬ

渡
邉　
一
枝

人
々
が
空
を
見
上
げ
た
天
体
シ
ョ
ー

孫
と
三
地
点
で
赤
い
月
見
る

積
田　

和
子


